
シカの対応件数（地区別）

クマの対応件数（地区別）

（いずれも市農林課調）
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「対応件数」は、寄せられた出没の情報などに基づき、市が現地に出動した
件数で、生息数や被害件数とは異なります。

◆
野
生
鳥
獣
追
払
い
用
の
花
火
を
あ
っ
せ
ん

費 

用
：
１
セ
ッ
ト（
６
本
入
）１
８
２
１
円（
税
込

み
）全
体
数
量
に
応
じ
変
動
し
ま
す
。

申 

込
期
間
：
５
月
21
日（
水
）〜
６
月
４
日

（
水
）17
時
ま
で

※ 

お
願
い
…
購
入
者
は
市
が
開
催
す
る
研
修

会
に
参
加
し
、
適
切
な
使
用
方
法
を
習
得

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

防
護
網
の
支
柱
や
ワ
イ
ヤ
ー
入
り
ネ
ッ
ト

（
有
料
）
な
ど
を
購
入
希
望
の
場
合
、
市
農

林
課（
内
線
３
０
２
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

被
害
対
策
の
取
り
組
み
を
紹
介

◆
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

●

シ
カ
防
護
網
普
及
事
業
…
前
記
の
と
お
り

●
 

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲
対
策
事
業
…
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
有
害
捕
獲
５
０
０
頭（
予
定
）

●

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業
…
３
戸
以

上
の
農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
所
有
す
る
近
接
す
る
農

地
に
電
気
柵
を
設
置

※
平
成
25
年
度
：
９
２
０
０
ｍ（
予
定
）

◆
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策

●
 

ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
対
策
（
生
息
調
査
、
技

術
実
証
の
助
言
、
指
導
）

●

侵
入
防
護
柵
設
置
実
証
試
験

●

ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
研
修
会
の
開
催

◆
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策

　

農
作
物
（
米
ぬ
か
含
む
）
や
生
ゴ
ミ
、
自

動
販
売
機
の
空
き
缶
な
ど
は
、
ク
マ
の
出
没

を
誘
引
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
片
付

け
る
こ
と
が
鳥
獣
被
害
に
対
す
る
自
衛
手
段

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

も
な
お
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
な
ど

か
ら
県
に
対
す
る
申
請
（
許
可
）
を
経
て
捕

獲
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
で
は
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没

に
関
す
る
注
意
報
」
を
発
令
中
で
す
。
ク
マ

の
出
没
は
ブ
ナ
が
豊
作
の
年
に
少
な
く
、
凶

作
の
年
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ナ
が
豊
作
の
場
合
、
メ
ス
の
栄
養
状
態
が

よ
く
な
り
妊
娠
に
適
し
た
体
調
と
な
る
た

め
、
翌
年
春
に
生
ま
れ
る
子
グ
マ
の
数
が
多

く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ブ
ナ
の
凶
作
が
確
実
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
子
連
れ
ク
マ
が
多
く
出
没
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
食
物
を
探
し
て
広
範
囲
に
動
き

回
り
、
人
里
周
辺
に
も
頻
繁
に
出
没
す
る
恐

れ
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
ハ
ク
ビ
シ
ン
対
策

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、
本
来
県
内
に
生
息
し
て

い
な
い「
外
来
鳥
獣
等
」で
、
農
地
な
ど
で

の
捕
獲
に
は
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
は
許
可
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●

自
分
の
農
地
で
箱
ワ
ナ
を
使
う
場
合

●

柵
な
ど
に
囲
ま
れ
た
自
宅
の
敷
地
内

　

市
で
は
箱
ワ
ナ
を
一
カ
月
程
度
の
期
間
で

貸
し
出
し
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
市
農
林

課（
内
線
３
０
２
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

地
元
を
守
る
た
め
に
ハ
ン
タ
ー

（
狩
猟
者
）に
な
り
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
鳥
獣
被
害
か
ら
市
民
の
安
心
と

地
域
を
守
る
ハ
ン
タ
ー（
狩
猟
者
）と
な
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
の
用
件
を
い
ず
れ

も
満
た
す
人
に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
本
年
度
中
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
人

②
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

▼
支
給
内
容

　

資
格
取
得
・
登
録
に
要
し
た
費
用
（
狩
猟

免
許
申
請
書
、
診
断
書
、
狩
猟
税
お
よ
び
登

録
手
数
料
、
賠
償
責
任
保
険
料
な
ど
）
に
つ

い
て
、
一
人
５
万
円
を
限
度
に
支
給
予
定
。

※
詳
し
く
は
市
農
林
課（
内
線
３
０
２
）へ

今
年
の
狩
猟
試
験
は
釡
石
で
開
催
！

【
狩
猟
免
許
の
種
類
】

網
猟
免
許
／
わ
な
猟
免
許
／
銃
猟
免
許

▼
試
験
日
程
（
釡
石
会
場
）

日
時
：
７
月
20
日（
日
）９
時
〜
17
時

場
所
：
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局

▼
予
備
講
習
会
日
程
（
釡
石
会
場
）

日
時
：
７
月
６
日（
日
）９
時
〜
17
時

場
所
：
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局

▼
問
い
合
わ
せ
：
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局

保
健
福
祉
環
境
部
（
☎
25
―

２
７
０
２
）
ま

た
は
市
農
林
課（
内
線
３
０
２
）へ

釡石大槌猟友会会長
（ 釡石市鳥獣被害対策
実施隊長）
石 川  保 文さん 

　釡石の野生鳥獣被害の現状をご存知で
すか？
　対策を講じなければ、農業被害だけで
なく、市民生活への被害や土砂災害などの
自然災害を引き起こす危険性が高い状況
です。
　そのため、釡石大槌猟友会員は釡石市
鳥獣被害対策実施隊として、行政と一体
で被害対策、捕獲に取り組んでいます。
狩猟者は単なる捕獲者ではなく、「森の
番人」としての社会的責務を果たし、狩猟
に対する市民の理解を深め、人と鳥獣と
の共存を推進しています。しかし、当会の
会員は90人まで減少し、人数不足の現状
にあります。
　幸い今年は、約45年ぶりに釡石で狩猟
試験が行われます。野生鳥獣被害にお困
りの人は、狩猟免許を取得し、森の番人と
して一緒に活動しませんか。

「森の番人」の責務果たし
人と鳥獣の共存を推進
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※注意事項　推計生息数は県シカ保護管理計画の最大値

な
ぜ
、
鳥
獣
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
の
？

　

鳥
獣
被
害
の
要
因
と
し
て
、
地
球
温
暖

化
、
地
域
の
過
疎
化
と
高
齢
化
、
人
工
林
の

増
加
、
ハ
ン
タ
ー
（
狩
猟
者
）
の
減
少
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
が
意
識
せ
ず

に
行
う
鳥
獣
へ
の「
餌
付
け
」も
、
被
害
が
減

ら
な
い
要
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
畑
や
家
庭
菜
園
に
鳥
獣
は
、
や
っ
て

く
る
の
？

　

鳥
獣
の「
餌
」が
身
近
に
あ
る
か
ら
で
す
。

農
作
物
や
未
収
穫
の
果
樹
、
放
置
さ
れ
た
野

菜
ク
ズ
、
米
ぬ
か
、
ゴ
ミ
捨
て
場
の
生
ゴ
ミ
、

お
供
え
も
の
…
。
山
よ
り
も
簡
単
に
餌
に
あ

り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

餌
付
け
で
「
人
馴
れ
」
が
進
み
ま
す

　

鳥
獣
の
中
に
は
、
人
が
近
づ
い
て
も
平
気

で
餌
を
食
べ
続
け
た
り
、
威
嚇
し
た
り
す
る

の
も
い
ま
す
。
餌
付
け
は
絶
対
に
や
め
て
追

い
払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ど
ん
な
鳥
獣
被
害
対
策
が
あ
る
の
？

　

ま
ず
❶
「
地
域
で
集
ま
っ
て
勉
強
会
」
か

ら
始
め
、
❷
「
自
分
で
守
る
畑（
家
庭
菜
園
）

づ
く
り
」、
❸
「
囲
い
の
設
置
や
追
払
い
」、

そ
し
て
❹
「
捕
獲
・
大
規
模
柵
」
が
大
事
で

す
。
市
（
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
）
が
指
導

や
助
言
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
地
域
で

集
ま
り
話
し
合
う
勉
強
会
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
市
農
林
課
（
内
線

３
０
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
の
鳥
獣
捕
獲
・
被
害
防
止
対
策
事
業

◆
シ
カ
防
護
網
普
及
事
業

対 

象
：
シ
カ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
人

網 
の
種
類
：
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
網
（
１
反
＝

２
ｍ
×
50
ｍ
）

費 
用
：
１
反
あ
た
り
１
５
０
０
円
（
１
世
帯

３
反
限
度
。
た
だ
し
、
希
望
者
が
多
い
場

合
は
調
整
し
ま
す
）

申 

込
期
間
：
５
月
21
日（
水
）〜
６
月
４
日

（
水
）17
時
ま
で
（
申
込
用
紙
は
市
各
地

区
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

申
込
先
：
市
農
林
課

◆
野
生
鳥
獣
追
払
い
用
の
花
火
を
あ
っ
せ
ん

費 

用
：
１
セ
ッ
ト（
６
本
入
）１
８
２
１
円（
税
込

み
）全
体
数
量
に
応
じ
変
動
し
ま
す
。

申 

込
期
間
：
５
月
21
日（
水
）〜
６
月
４
日

（
水
）17
時
ま
で

※ 

お
願
い
…
購
入
者
は
市
が
開
催
す
る
研
修

会
に
参
加
し
、
適
切
な
使
用
方
法
を
習
得

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

防
護
網
の
支
柱
や
ワ
イ
ヤ
ー
入
り
ネ
ッ
ト

（
有
料
）
な
ど
を
購
入
希
望
の
場
合
、
市
農

林
課（
内
線
３
０
２
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

被
害
対
策
の
取
り
組
み
を
紹
介

◆
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

●

シ
カ
防
護
網
普
及
事
業
…
前
記
の
と
お
り

●
 

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲
対
策
事
業
…
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
有
害
捕
獲
５
０
０
頭（
予
定
）

●

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業
…
３
戸
以

上
の
農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
所
有
す
る
近
接
す
る
農

地
に
電
気
柵
を
設
置

※
平
成
25
年
度
：
９
２
０
０
ｍ（
予
定
）

　
農
作
物
や
植
物
を
鳥
獣
被
害
か
ら
守
り

共
存
す
る
生
活
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
現
在
、五
葉
山
地
域（
釡
石
市
・
大
船
渡
市
・
陸
前
高
田
市
・

住
田
町
）お
よ
び
遠
野
市
東
部
約
８
８
０
㎢
の
範
囲
に
は
、約

１
１
１
０
０
頭
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
息
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。平
成
19
年
と
比
べ
４
０
０
０
頭
も
増
え
て
お
り
、農
作
物
や

植
物
の
鳥
獣
被
害
は
年
々
増
加
し
、地
域
社
会
に
も
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。地
域
と
市
の
連
携
し
た
取
り
組
み
で
、鳥

獣
被
害
か
ら
農
作
物
や
庭
の
草
木
・
花
、そ
し
て
地
域
を
み
ん
な

で
守
り
、人
と
鳥
獣
が
よ
り
よ
く
共
存
す
る
生
活
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
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